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2019年度　東京未来大学入学者選抜試験
一般入試　B日程（2月20日実施）

国 語

【注意事項】

 1  試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。

 2  試験時間は1科目60分です。

 3  原則として、途中退出は認められません。試験中に気分が悪くなった人や、 
トイレに行きたくなった人は、手を高く挙げて監督者に知らせてください。

 4  試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページ落丁・乱丁及び汚れ等に気付いた場合
は、手を高く挙げて監督者に知らせてください。

 5  試験開始の合図の後、受験番号・氏名を、問題冊子と答案用紙の該当欄にそれ
ぞれ正しく記入してください。

 6  解答は、シャープペンシル又は鉛筆で記入してください。

 7  問題冊子の余白等は適宜利用してもかまいませんが、どのページも切り離して
はいけません。　

 8  「やめ」の合図があったら速やかに筆記用具を机上に置いてください。

 9  試験終了後、問題冊子、答案用紙はすべて回収します。

10  その他、必ず監督者の指示に従ってください。

受験番号

氏　　名
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

�

（
江
國
滋『
俳
句
と
あ
そ
ぶ
法
』よ
り
）　

Ⅰ

現
代
文　
一
般
入
試  

Ｂ
日
程（
２
月
20
日
実
施
）

本　

文　

省　

略
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文
章
中
の（
ア
）か
ら（
ウ
）の
漢
字
の
読
み
方
を
、す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　
ア　
吾
子　
　
　
　
　
イ　
催（
し
て
）　　
　
　
　
　
ウ　
違
背

　　　
　
文
章
中
の（　
①　
）・（　
②　
）・（　
③　
）に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、次
か
ら
一
つ
ず
つ
選
ん
で
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　

　　　　　
　
文
章
中
の「
Ⅰ
」・「
Ⅱ
」に
入
る
最
も
適
当
な
言
葉
を
、文
章
中
の
他
の
部
分
か
ら
探
し
て
、「
Ⅰ
」は
漢
字
二
文
字
で
、「
Ⅱ
」は
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。

　　　
　
文
章
中
の「
Ⅲ
」に
入
る
言
葉
は
、「
前
者
」「
後
者
」の
ど
ち
ら
だ
ろ
う
か
。ど
ち
ら
か
、一
つ
選
ん
で
答
え
な
さ
い
。

　　
一二

ア　
し
か
し　
　
　
イ　
な
ぜ　
　
　
　
　
ウ　
た
と
え
ば　
　
　
エ　
そ
こ
で

オ　
ま
た　
　
　
　
カ　
お
そ
ら
く　
　
　
キ　
も
し　
　
　
　
　
ク　
さ
ら
に

三四
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次
の
ア
か
ら
オ
の
文
に
つ
い
て
、筆
者
の
主
張
に
合
う
も
の
に
は
○
、異
な
る
も
の
に
は
×
を
つ
け
な
さ
い
。

　　
　
　
ア　
草
田
男
の「
万
緑
」以
降
、「
青
野
」「
青
岬
」「
青
い
山
」な
ど
の
新
し
い
季
語
が
生
ま
れ
た
。結
構
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
イ　
草
田
男
自
身
が
、一
句
に
切
れ
字
を
二
個
入
れ
る
こ
と
に
反
対
し
て
い
る
。

　
　
　
ウ　
初
案
の「
雪
は
降
り
」よ
り
も
完
成
句
の「
降
る
雪
や
」の
方
が
、断
然
優
れ
て
い
る
。

　
　
　
エ　
芭
蕉
は
、「
四
十
八
字
、皆
切
れ
字
」と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、切
れ
字
の
複
数
使
用
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
る
必
要
は
無
い
。

　
　
　
オ　
句
切
れ
も
、一
句
の
中
に
、二
つ
以
上
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

　　　
　
次
に
示
す
一
段
落
が
、本
文
中
か
ら
欠
落
し
て
い
る
。正
し
く
挿
入
し
た
場
合
、後
に
続
く
最
初
の
五
文
字
を
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　

　　　　　
五六

　
切
れ
字
の
禁
忌
に
抵
触
し
て
い
る
句
は
、高
名
な
俳
人
の
作
品
の
中
に
も
時
お
り
散
見
し

得
る
。

　

奥
山
や
秋
は
と
問
へ
ば
薄す
す
き

か
な　
　
　
　
　

 

　

子
規

　

朧
夜
や
吾
も
驚
く
案
山
子
か
な　
　
　
　
　

 

　

虚
子
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言
語
事
項　
一
般
入
試  

Ｂ
日
程（
２
月
20
日
実
施
）

Ⅱ

	

次
の
①
か
ら
④
ま
で
は
、カ
タ
カ
ナ
の
箇
所
を
漢
字
に
、⑤
か
ら
⑧
ま
で
は
傍
線
部
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
な
さ
い
。な
お
、漢
字
及
び
ひ
ら
が
な
は
丁
寧
に

書
き
な
さ
い
。

　　
　
　
①　
社
長
を
ホ
サ
す
る
。		



⑤　
風
薫
る
五
月

　
　
　
②　
利
益
の
カ
ン
ゲ
ン			



⑥　
庫
裏
を
改
築
す
る
。

　
　
　
③　
木
が
カ
れ
る
。			




⑦　
恭
し
く
一
礼
す
る
。

　
　
　
④　
野
菜
を
サ
イ
バ
イ
す
る
。		



⑧　
コ
ツ
を
会
得
す
る
。

　	

次
の
空
欄
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
一 

文
字
を
書
き
、四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

　　
　
　
①　
（　
　
）三
暮
四

　
　
　
②　
暗（　
　
　
）模
索

　
　
　
③　
意
味（　
　
　
）長

　
　
　
④　
大
同
小（　
　
　
）

　
　
　
⑤　
（　
　
　
）想
天
外

　
一二
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次
の
① 

・
②
は
、
二
文
字
の
熟
語
で
あ
る
。
①
・
②
そ
れ
ぞ
れ
と
同
じ
意
味
的
構
成
を
も
つ
二
文
字
の
熟
語
を
、
後
の
ア
か
ら
コ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ�

一
つ
ず
つ
選
ん
で
、記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　　
　
　

　　

ア　
優
遇　
　
　
イ　
手
足　
　
　
ウ　
難
易　
　
　
エ　
精
密　
　
　
オ　
活
用

カ　
雷
鳴　
　
　
キ　
新
人　
　
　
ク　
先
発　
　
　
ケ　
不
備　
　
　
コ　
観
劇

三

①「
改
心
」　　
　
②「
漢
字
」
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本　

文　

省　

略

古
文　
一
般
入
試  

Ｂ
日
程（
２
月
20
日
実
施
）

Ⅲ�

『
伊
勢
物
語
』よ
り

　
　
　
　

  
次
の
古
文
を
読
ん
で
、 

各
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
（
ア
）「
左
兵
衛
」、（
イ
）「
瓶
」、（
ウ
）「
藤
氏
」の
読
み
方
を
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
、
現
代
仮
名
遣
い
で
答
え
な
さ
い
。
な
お
、（
イ
）は
、「
び
ん
」で
は
な

い
読
み
方
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
（
Ａ
）の
空
欄
に
、「
け
り
」を
適
切
な
形
に
し
て
書
き
入
れ
な
さ
い
。

一二
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（　
①　
）か
ら（　
③　
）は
、そ
れ
ぞ
れ
誰
の
動
作
ま
た
は
行
動
か
。そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、次
の
ア
か
ら
オ
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

重
複
し
て
答
え
て
も
よ
い
。

　
　
　
ア　
行
平　
　
　
イ　
良
近　
　
　
ウ　
業
平　
　
　
エ　
お
ほ
き
お
と
ど　
　
　
オ　
人

　
　
問
題
の
文
章
中
に
、一
箇
所
、「　
」を
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
業
平
の
言
葉
の
部
分
が
あ
る
。そ
れ
は
ど
こ
か
。は
じ
め
と
終
わ
り
の
三
文
字（
句
読
点
を

含
ま
な
い
）を
書
き
抜
き
な
さ
い
。

　
　
「（
Ⅰ
）ま
ら
う
ど
」の
対
義
語
を
文
章
中
か
ら
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

　
　
「（
Ⅱ
）人
を
多
み
」を
、端
的
に
口
語
に
訳
し
な
さ
い
。

三四五　
　
　
　

六　
　
　
　


